
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 北見美容専門学校 

設置者名 学校法人 上村学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

美容本科  １２６０時間 １６０時間  

     

 

   
 

 
 

     

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://k-bc.ac.jp/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 北見美容専門学校 
設置者名 学校法人 上村学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://k-bc.ac.jp/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 現 美容室経営 
2020.5.1～ 

2023.5.31 

美容教育への適切

な助言と学校運営

への責任ある関与 

 

非常勤 現 開業医 
2020.5.1～ 

2023.5.31 
〃 

 

非常勤 現 美容室 経営 
2020.5.1～ 

2023.5.31 
〃 

 

非常勤 前 北見美容専門学校

職員 

2020.5.1～ 

2023.5.31 
〃 

 

非常勤 前 美容室 経営 
2020.5.1～ 

2023.5.31 
〃 

 

非常勤 現 美容室 経営 
2020.5.1～ 

2023.5.31 
〃 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 北見美容専門学校 

設置者名 学校法人 上村学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・教科課目、授業時数(単位時間)は美容師養成施設指定規則第３条一項ハ

により本校学則第８条に規定され、「専修学校概要」（北海道私立専修学

校各種学校連合会発行）に記載 

 

・成績評価の方法、基準は本校「専門課程の成績評価と卒業認定に関する 

規程」による。 

 

・授業計画は３月、翌年度の担当教員と週当たりカリキュラム、 

学期ごとの時間数を確認 

 

・１年次で教科書の履修を終える事を目標に、学期ごとの教科内容の 

配分は教員の判断に任せる。 

 

・２年次は単位時間が終了していても、資格試験の筆記試験に向かって 

１年次と同じく中間・期末試験を行い成績・順位をだす。 

授業計画書の公表方法 https://k-bc.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・成績評価の方法、基準 

各課目で行われる定期試験、各技術試験、在学中に行われる各種試験 

その他提出物において１００点満点中６０点以上、もしくはＡ～Ｅ段階

のＣ段階以上で合格とする。 

（Ａ―90点以上 Ｂ―70点以上 Ｃ―60点以上 Ｄ―59点以下 Ｅ―0点） 

・試験ごとに成績を玄関ホールに公開する。 

 

・毎学期、保護者に郵送報告する。 

筆記試験…中間・期末試験ごとに総合点により順位を発表。 

実習試験…技術試験ごとに採点者３名以上の採点を平均して数値化、 

全員の試験結果一覧を発表。 

 

・時間単位制をとっているので、朝礼、昼休み終了時、 

終礼で出欠を確認している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 ・毎学期の中間・期末試験毎に、あるいは併せて、筆記試験・実技試験の合計点数 

の分布状況を５０点きざみで集計し GPAを設定、成績の分布や過年度との比較を 

する。 

 ・評価は絶対数値、若しくはＡ～Ｃで表記し全体に対する成績位置を明記する。 

 

 ・試験ごとに成績を玄関ホールに公開する。 

 

 ・毎学期、保護者に郵送報告する。 

客観的な指標の算出方法 

必修科目の学期ごとの試験成績結果を合計し、順位を出す。 

学科名 美容本科 学年 ２年生 学生数 ７名 

成績の分布 

指標の数値 
540～ 

599点 

600～ 

649点 

650～ 

699点 

700～ 

749点 

750～ 

799点 

800点 

以上 

人 数 ０ ０ １ ３ ０  ３ 

下位１／４に該当する人数    ２人 

下位１／４に該当する指標の数値 ７４９点以下 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://k-bc.ac.jp/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定は本校「専門課程の成績評価と卒業認定に関する規程」による。 

(成績評価と単位) 

・全課目 60点以上の成績を修めているか 

・学則 8条に定める卒業に必要な単位時間数(2010時間)を履修しているか 

 

(卒業判定会議) 

・学校長以下全教員参加の卒業判定会議を年に一度、2月中旬に行う。 

この時点で総履修単位時間が決まる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://k-bc.ac.jp/ 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 北見美容専門学校 

設置者名 学校法人 上村学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://k-bc.ac.jp/ 

収支計算書又は損益計算書 https://k-bc.ac.jp/ 

財産目録 https://k-bc.ac.jp/ 

事業報告書 https://k-bc.ac.jp/ 

監事による監査報告（書） https://k-bc.ac.jp/ 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 専門課程 美容本科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 ２０１０ 

単位時間 

５４２ 

単位時間 

６５ 

単位時間 

１７３１ 

単位時間 

 

単位時間 

１０４ 

単位時間 

２４４２単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ２８人 ０人 ３人 １１人 １４人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業計画は３月、翌年度の担当教員と週当たりカリキュラム、学期ごとの時間数を

確認 

・１年次で教科書の履修を終える事を目標に、学期ごとの教科内容の配分は教員の 

判断に任せる。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各課目で行われる定期試験、各技術試験、在学中に行われる各種試験 

その他提出物において１００点満点６０点以上、もしくはＡ～Ｅ段階の 

Ｃ段階以上で合格とする。 

(Ａ－90点以上 Ｂ―70点以上 Ｃ―60点以上 Ｄ―59点以下 Ｅ―0点) 

卒業・進級の認定基準 

 

（概要） 

・全課目 60点以上の成績を修めているか。 

・学則 8条に定まる卒業に必要な単位時間数(2010時間)を履修しているか。 

 



  

学修支援等 

（概要） 

教科ごとにサブノートと問題集を製作、提出させて確認している。 

資格筆記試験科目は単位終了後も毎週(2年生)演習時間を設けている。 

技術練習は放課後、毎日、教職員が校内にいる時間は可能としている。 

各学科・実技試験では認定基準に満たない場合「追試験」を受け、更に 

「補習」を受けさせる 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ７人 

（１００％） 

０人 

（０％） 

６人 

（８５.７％） 

１人 

（１４．３％） 

（主な就職、業界等） 

美容業(美容室、マツエクサロン、ネイルサロン) 

（就職指導内容） 

１年生３学期就職ガイダンス 春休みに保護者アンケート 

２年生４月三者面談  就職活動の相談(随時) 

（主な学修成果（資格・検定等））美容国家資格、着物着付師(初中伝・奥伝) 

 花嫁着付師、ＪＮＡネイリスト３級・２級、ジュニアアイデザイナー検定 

 アンリサンクメイクディプロマ、ＩＮＡジェルネイリスト２級 

（備考）（任意記載事項） 

学生が希望する就職先の多様化、細分化が進行している。美容室を希望する学生もい

るもののまつ毛エクステ専門店、ネイルサロン専門店、ブライダルも併設した 

美容室などの美容関係事業を希望する学生が増加傾向にある。 

 

 

中途退学の現状 

令和２年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

２１人 ２人  ９．５％ 

（中途退学の主な理由） 

人間関係 家庭の事情 病気 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当制により常に保護者と連絡を密にとっている。 

特に遅刻欠席は必ず保護者からの連絡が前提である。 

授業参観日を設け、保護者と個人面談時間を確保する。 

中退希望者には「休学」により「復学」の道を残して、年度末には連絡確認をする。 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

美容本科 70,000円 630,000円 360,000円 研修旅行費、課外コース別途 

   円 円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

特待生・準特待生制度 

遠距離進学応援制度 

学費分納制度 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://k-bc.ac.jp/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

地元の関係業界団体の代表２名に学校評価関係者評価委員を委任 

学校長、教職員代表と年に１回以上教育活動と結果や自己評価について検証し、 

今後の具体的取組みや継続的改善への提言と協力を期待する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

北見美容協会会長 協会長 任期 地元の関係業界団体

の代表 

ＳＰＣグローバル北海道 

旭川本部 本部長 

本部長 任期 地元の関係業界団体

の代表 

   

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://k-bc.ac.jp/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://k-bc.ac.jp/ 

２０２２ ＧＵＩＤＥＢＯＯＫ(本校) 

専修学校概要(北海道各種学校専修学校連合会発行) 



  

 

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 北見美容専門 

設置者名 学校法人 上村学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
－人 －人 －人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 －人 －人  

第Ⅱ区分 －人 ０人  

第Ⅲ区分 ０人 －人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  ０人 

合計（年間）   －人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 ０人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し



  

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
０人 ０人 ０人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

０人 ０人 ０人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
０人 ０人 ０人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
０人 ０人 ０人 

計 ０人 ０人 ０人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 ０人 前半期 ０人 後半期 ０人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 ０人 

３月以上の停学 ０人 

年間計 ０人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 ０人 

訓告 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

０人 ０人 ０人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ ０人 ０人 ０人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
０人 ０人 ０人 

計 ０人 ０人 ０人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 





2021
2022

4

1 (木) 1 (土) 1 (火) 1 (木) 1 (日) 1 (水) 1 (金) 1 (月) 1 (水) 1 (土) 元旦 1 (火) 1 (火)

2 (金) 2 (日) 2 (水) 2 (金) 期末テスト 2 (月) スクーリング(20期) 2 (木) 2 (土) 2 (火) 2 (木) 2 (日) 2 (水) 2 (水)

3 (土) 3 (月) 憲法記念日 3 (木) カラー講習１年 3 (土) 3 (火) 〃 3 (金) 3 (日) 3 (水) 文化の日 3 (金) 3 (月) 3 (木) 3 (木)

4 (日) 4 (火) みどりの日 4 (金)  　　　〃　　２年 4 (日) 4 (水) 〃 4 (土) 4 (月) 4 (木) 4 (土) 4 (火) 4 (金) 4 (金)

5 (月) 5 (水) こどもの日 5 (土) 5 (月) 〃 5 (木) 〃 5 (日) 5 (火) サスーン本選 5 (金) 5 (日) 5 (水) 5 (土) 5 (土) 補講・補習

6 (火) 6 (木) 緑の羽根募金 6 (日) 6 (火) 〃 6 (金) 〃 6 (月) 6 (水) 6 (土) 6 (月) 期末テスト 6 (木) 6 (日) 6 (日) 美容筆記試験

7 (水) 7 (金) 1年健康診断 7 (月) 7 (水) 〃 7 (土) 7 (火) 7 (木) 教職員研修会 7 (日) 7 (火) 〃 7 (金) ２年始業式(3学期) 7 (月) 7 (月)

8 (木) ２年生始業式(1学期) 8 (土) 8 (火) 8 (木) 〃 8 (日) 山の日 8 (水) 8 (金) のため休校 8 (月) 8 (水) 〃 8 (土) 8 (火) 8 (火)

9 (金) 第５６回入学式 9 (日) 9 (水) 9 (金) 9 (月) 振替休日 9 (木) カラー講習１年 9 (土) 9 (火) 9 (木) 〃 9 (日) 9 (水) 9 (水)

10 (土) 10 (月) 10 (木) 10 (土) 10 (火) 10 (金) 　　　〃　　 ２年 10 (日) 10 (水) 10 (金) 〃 10 (月) 成人の日 10 (木) 10 (木) リハーサル・大掃除

11 (日) 11 (火) スポフェス 11 (金) 11 (日) 11 (水) 11 (土) 　　 11 (月) 中間テスト 11 (木) 11 (土) 11 (火) 11 (金) 建国記念日 11 (金) 第５５回卒業式

12 (月) オリエンテーション 12 (水) 12 (土) サスーン 12 (月) 研修旅行(2年) 12 (木) 12 (日) 12 (火) 〃 12 (金) 12 (日) 12 (水) １年始業式(３学期) 12 (土) 12 (土)

13 (火) 13 (木) 13 (日) 13 (火) 学生大会 13 (金) 13 (月) 13 (水) 〃 13 (土) リハーサル 13 (月) 13 (木) 13 (日) 13 (日) オープンキャンパス

14 (水) 14 (金) 14 (月) 振替休日 14 (水) 14 (土) 14 (火) 14 (木) 〃 14 (日) ページェント 14 (火) 14 (金) 14 (月) 学年末テスト 14 (月)

15 (木) 15 (土) 15 (火) 理事会 15 (木) 初・中伝査定 15 (日) 15 (水) 15 (金) 〃 15 (月) 振替休校 15 (水) 15 (土) 15 (火) 〃 15 (火) 理事会

16 (金) 16 (日) オープンキャンパス 16 (水) 16 (金) 終業式 16 (月) 始業式(２学期) 16 (木) 16 (土) 16 (火) 〃 16 (木) 16 (日) 16 (水) 〃 16 (水)

17 (土) 17 (月) 17 (木) 17 (土) 17 (火) 17 (金) 17 (日) 17 (水) 17 (金) ２年終業式 17 (月) 17 (木) 〃 17 (木) 終業式

18 (日) オープンキャンパス 18 (火) 18 (金) 18 (日) 18 (水) 18 (土) 18 (月) 18 (木) 18 (土) 18 (火) 18 (金) 〃 18 (金)

19 (月) 19 (水) 19 (土) 19 (月) 補講・補習日 19 (木) 19 (日) 19 (火) 芸術祭 19 (金) 19 (日) オープンキャンパス 19 (水) 19 (土) 19 (土)

20 (火) 20 (木) 20 (日) 20 (火) 20 (金) 選択コース開始 20 (月) 敬老の日 20 (水) 20 (土) 20 (月) 20 (木) 20 (日) 20 (日)

21 (水) 21 (金) 21 (月) 21 (水) 21 (土) 21 (火) 21 (木) 21 (日) 21 (火) 21 (金) 21 (月) 21 (月) 春分の日

22 (木) 22 (土) 22 (火) 22 (木) 海の日 22 (日) 22 (水) 22 (金) 22 (月) 22 (水) １年終業式 22 (土) 22 (火) 22 (火) スクーリング(20期)

23 (金) 23 (日) オープンキャンパス 23 (水) 23 (金) スポーツの日 23 (月) 23 (木) 秋分の日 23 (土) 23 (火) 勤労感謝の日 23 (木) 補講・補習 23 (日) オープンキャンパス 23 (水) 天皇誕生日 23 (水) 〃

24 (土) 24 (月) 中間テスト 24 (木) メイク講習１年 24 (土) 24 (火) 24 (金) 24 (日) オープンキャンパス 24 (水) 24 (金) 24 (月) 24 (木) 24 (木) 〃

25 (日) オープンキャンパス 25 (火) 〃 25 (金) 　　　〃　　２年 25 (日) オープンキャンパス 25 (水) 25 (土) 25 (月) 25 (木) メイク講習1年 25 (土) 25 (火) 25 (金) 25 (金) 〃

26 (月) 26 (水) 〃 26 (土) 26 (月) 26 (木) 26 (日) オープンキャンパス 26 (火) 26 (金) 　　〃　　　2年 26 (日) 26 (水) 26 (土) 26 (土)

27 (火) 27 (木) 〃 27 (日) オープンキャンパス 27 (火) 27 (金) 27 (月) 27 (水) 27 (土) 27 (月) 27 (木) 27 (日) 27 (日) オープンキャンパス

28 (水) 28 (金) 〃 28 (月) 28 (水) スクーリング(20期) 28 (土) 28 (火) 28 (木) 28 (日) オープンキャンパス 28 (火) 28 (金) 28 (月) 28 (月) スクーリング(20期)

29 (木) 昭和の日 29 (土) 29 (火) 29 (木) 〃 29 (日) 29 (水) 29 (金) 29 (月) 29 (水) 29 (土) 29 (火) 〃

30 (金) ２年生休日 30 (日) 30 (水) 30 (金) 〃 30 (月) 30 (木) 30 (土) 30 (火) 30 (木) 30 (日) 30 (水) 〃

31 (月) 31 (土) 31 (火) 31 (日) 31 (金) 31 (月) 31 (木)

30 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日数 365

10 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 休校日 99

5 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日・祭 68

13 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 授業日 195

2 日 行事日 3

91 ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ ｈ 時数

ｈ ｈ 合計時数 1335

１日授業時間

7

お稚児メイク4/29

5/17～21 リモート(学校)

学生大会全国11/8～9

(大阪)

サスーン6/1２ 学生大会全国 9/26～28

１年生健康診断　5/7 避難訓練 （ロイトン札幌） 第70回 芸術祭　10/19 BP　11/14

サスーン本選　10/5 スタコレ全国11/16(名古屋)美容着付師査定 成人のお祝い　1/7 美容実技試験 美容学科試験　3/6

備
 

考

緑の羽根募金　5/6 １年参観日6/3・4・7 学生大会予選７/１３ 美容実技試験(通信) 美容学科試験(通信)

572

２年参観日5/20・21・24 インフル予防接種(教職員)

健康診断(教職員) スタコレ予選　8/23or24 (横浜or大阪)大阪は１１月

308合計数 455

125 125 110 98 126 84時数 126 154 84 80 132

1行事日

19 19 16 14 18 12授業日 18 22 12 12 20

5 6 4 7 6 5日・祭 8 4 6 6 6

7 5 11 10 4 13休校 5 4 13 13 4

31 30 31 31 28 31日数 31 30 31 31 30

合計(1年間)

12 1 2 3 備　　考

学校行事及び年間授業時数計画表 北見美容専門学校

日／月 5 6 7 8 9 10 11

年度



 

 

・実務経験のある教員の一覧(時間数記載) 

  

教科名 教 員 名 実 務 経 験 期 間 

美

容

実

習 

金谷 一恵 美容室勤務 昭和５１年４月～昭和６２年３月  

佐藤 幸恵 美容室勤務 昭和６０年４月～平成１２年３月  

原 幹子 美容室勤務 昭和６２年４月～平成 ９年３月  

守本  朝美 美容室勤務 昭和５２年４月～昭和６０年３月  

 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

283時間 

 

各技術試験 

 

176時間 

 

各技術試験 

 

二

学

期 

 

349時間 

 

各技術試験 

 

120時間 

 

各技術試験 

 

三

学

期 

 

220時間 

 

学年末試験 

 

112時間 

 

模擬試験 

 

計 852時間 408時間 1260時間 

 



授業科目等  シラバス 

(専門課程 美容本科) 令和３年度 

分 類 

授業科目名 授業科目概要と到達目標 

配
当
年
次 

授
業
時
数 

成
績
評
価 

授業方法 教 員 

必

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講

義 
演

習 
実
験･

実
習･

実
技 

専

任 

兼

任 

実
務
経
験
の
有 

○ 

  
関係法規･ 

制度 

美容師法を中心に、美容業に係わる法令 

や制度を学ぶ。資格の社会的責任を自覚 

させ、行政処分、罰則について理解する。 

１
・
２ 

35 

中
間･

期
末 

○ 

   

○ 

 

○ 

  

衛生管理 

公衆衛生･感染症の知識を学び見識を高 

める。日常業務に必要な消毒の意義･目 

的及び実際の消毒方法について覚えさ 

せる。 

１
・
２ 

95 

中
間･

期
末 

○ 

   

○ 

 

○ 

  

保 健 

人体の構造･機能について学ぶ。皮膚と 

毛髪などの付属器官の構造及び生理機能 

は美容業務にとって不可欠と理解させ 

る。 

１
・
２ 

95 

中
間･

期
末 

○ 

  

○ ○ 

 

○ 

  

香粧品化学 

香粧品に使用される原料、使用目的を知  

らしめる。その定義、法的根拠、安全性  

などを学び社会的な意義を理解させる。 

１
・
２ 

63 

中
間･

期
末 

○ 

   

○ 

 

○ 

  

文 化 論 

理美容業の成立ち･歴史から今後の課題 

まで考えさせる。各時代のファッション 

と理美容の関係を理解させる。 

１
・
２ 

64 

中
間･

期
末 

○ 

  

○ 

  

○ 

  

運営管理 
美容業経営に経営戦略、資金管理、労務 

管理等が必要であることを学ばせる。 
経営における接客の意義を知らせる。 

２ 30 

中
間･

期
末 

○ 

  

○ 

  

○ 

  

美容技術理論 

美容業に認められている技術の 

基礎理論(目的･方法･効果など)を

実習に即して学ばせる。 

１
・
２ 

160 

中
間･

期
末 

 
 

○ 

  

○ 

  

○ 

  

美容実習 

美容師として必要な技術の基本動

作を身に付け、応用･展開まで理解

し完成出来るように訓練する。 

１
・
２ 

1260 

中
間･

期
末 

○ 

 

○ ○ 

 

有 

合計 ８科目 １８０２単位時間( 単位) 

 



授業科目等  シラバス 

(専門課程 美容本科) 令和３年度 

分 類 

授業科目名 授業科目概要と到達目標 

配
当
年
次 

授
業
時
数 

成
績
評
価 

授業方法 教 員 

必

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講

義 
演

習 
実
験･

実
習･

実
技 

専

任 

兼

任 

実
務
経
験
の
有 

 ○ 

 

接客心理学 

社会人として、接客業として必要なマナ 

ーについて理解させる。敬語の使い方、 

お辞儀、身だしなみや冠婚葬祭について 

学ぶ。 

１
・
２ 

64 

中
間･

期
末 

○ 

 ○ ○ 

 有 

 ○ 

 

ビューティ 

ウェルネス 

食と健康…美と健康を目標に、どんな食 

生活が大切か理解させる。食事日記の提 

出、家庭・地域における伝統食を知る。 

体育…協調的にスポーツを楽しみ、生涯、  

体を動かることを楽しむキッカケづくり。 

１
・
２ 

32 
レ
ポ
ー
ト 

○  ○ ○   

 ○ 

 

ビューティ 

カルチャア 

英会話…接客に必要なフレーズと基礎

的会話を身に付ける。 

茶道…日本の伝統文化に触れ、他者への 

配慮など接客の根本であることを知る。 

２ 
 

40 
学
習
態
度 

○ 

 ○ 

 ○ 有 

 ○ 

 

カラーコーデ

ィネイト論 

色彩学の基本を学ぶ。 

パーソナルカラー(似合う色のグルー

プ)を分析する方法。美容技術と関連

性、重要さを学ぶ。 

１
・
２ 

36 
レ
ポ
ー
ト 

○ ○ 

 ○ 

  

 ○ 

 
ヘアデザイン

画 

デッサン構成の原理を理解すると共に、 

デッサンの基本練習を通じ技術的向上を 

図る。コラージュ等の作品づくりをする。 

１ 48 
作
品
提
出 

 ○   ○  

 ○ 

 

受験講座 

学科…模擬試験と回答 

実技…試験の流れ、禁止事項、必須事項 

等を総合的に反復、模擬試験 

２ 30 
模
擬
試
験 

○  ○ ○ 

 

有 

○ 

  

総合美容技術 

美容実習で培った基礎力を活かし、さら

に高度で複雑な技術と応用力、実践力を  

養う。各種技術コンテストへの準備。  

資格試験課題を完成。 

２ 390 
作
品
評
価 

  ○ ○ 

 

有 

合計 ７科目 ６４０単位時間( 単位) 

総合計 １５科目 ２４４２単位時間(   単位) 

 



 

 

 文 化 論      担 当 守本朝美 

実施方針と学習目標 

1 歴史を通して、人類の「人間美」に対するあくなき探求を認識し、美容業の

使命の一つがより優れた人間美の創造、実現にあることを認識させる。 

 

２ 内外の技術の歴史背景を振り返ることで、資格や業界の成り立ちを理解させ

ること。 

    

 

文化史┅┅我が国や海外におけるファッションの歴史と変遷について知る 

    流行の追う心理と影響、美容業における意義と役割を知る 

 

礼装┅┅原理と歴史,種類、衣服に関するマナー、美容における意義を理解させる 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

13 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

13 時間 

 

期末試験 

 

二

学

期 

 

17 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

13 時間 

 

期末試験 

 

三

学

期 

 

7 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

1 時間 

  

計 37 時間 27 時間 64 時間 

 

 

 

 



 

 

関係法規・制度     担 当 進 敬 

実施方針と学習目標 

１ 美容師の業務に関係する衛生法規･制度及び消費者保護法規・制度につい

て、正しい知識を習得しておかなければならない必要性を理解させ、あわ

せて公衆衛生を担う美容師の社会的責務、職業倫理について、自覚を促す

こと。 

２ 美容の業務に関する規程内容を性格に理解させるとともに、衛生法規が、 

  美容業を行う場合の指針として有する意義を把握させること。 

 

衛生行政┅┅衛生法規を学ぶために必要な基礎的事項について理解 

     我が国の行政の仕組み、国と地方行政との関係を理解 

     行政機関と美容業、特に保健所の任務や活動及び組織を理解させる 

美容師法┅┅目的と意義、用語の定義、美容師について、美容師試験について、 

     美容師養成施設について、業務上の遵守事項、美容所について、 

     免許取消、業務停止、閉鎖命令、など罰則について内容を充分に 

理解させる 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

11 時間 

 

中間試験 

期末試験 

  

 

 

二

学

期 

 

14 時間 

 

中間試験 

期末試験 

  

 

 

三

学

期 

 

6 時間 

 

学年末試験 

 

4 時間 

 

模擬試験 

 

計 31 時間 4 時間 35 時間 

 

 

 

 



 

 

 

衛 生 管 理     担 当 石澤雅子 守本朝美 

実施方針と学習目標 

１ 公衆衛生の意義と本質を明らかにすることによって、美容師が公衆衛生の維持と増進につい

て重大な責務を担わなければならない理由は何かを十分に理解させることが必要であるこ

と、特に環境衛生については、美容師の業務と関連付けながら具体的に理解させること。 

２ 美容師の業務内容と感染症予防、環境衛生の保持との具体的な関連付けを重視して、美容に

おける衛生措置の重要性について理解させること。特に、美容器具の消毒法の意義と原理を

十分に理解させ、適正な実践方法を身に付けさせる。 

 

公衆衛生概説┅┅公衆衛生の意義,発展の歴史,思想の変遷,を知り、予防医学と環境衛生に大別し

環境衛生が健康的で文化的な生活の基盤であることを理解させる。 

             保健所の機能,組織,業務などを知らせ、美容業との密接な係わりを理解させる 

感染症┅┅どのような感染症に注意すべきか、その予防対策、衛生措置、消毒の意義 

環境衛生┅┅その意義と内容、廃棄物処理、環境保全対策、特に美容所の環境衛生項目、 

衛生管理技術┅┅特に消毒法の意義と目的について理解させる。消毒方法の種類,原理,特徴を説

明する。美容器具と適切な消毒方法、美容所で行われている代表的な消毒方法 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

11 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

11 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

二

学

期 

 

34 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

29 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

三

学

期 

 

6 時間 

 

学年末試験 

 

4 時間 

 

模擬試験 

 

計 51 時間 44 時間 95 時間 

 

 

 



 

 

 

  保 健     担 当 林 圭 守本朝美 

実施方針と学習目標 

１ 人体組織、特に皮膚及び毛髪などの皮膚付属器官の構造と機能に関する科学 

的、系統的な知識の習得 

２ 美容の業務を安全かつ効果的に行うためには、皮膚、毛髪などに関する正確

な科学的知識が不可欠であることを理解させる。 

 

人体の構造及び機能┅┅基本事項、骨格,筋肉,各種臓器の種類と構造、調整機能

(神経,内分泌,免疫)の仕組み、疾病との関連について理解させる。 

皮膚及び皮膚付属器官の構造及び機能を理解させるとともに、これらの作用と

美容との関係を学ばせる。 

皮膚及び皮膚付属器官の保健衛生に影響を与える因子,健康を保つ方法を知り、 

   美容の施術を安全かつ効果的に行うために注意すべき事項を学ぶ。 

   特に毛髪の保健衛生は美容技術の基礎であることを重点的に学ぶ。 

皮膚及び皮膚付属器官の疾患┅┅主な疾患の種類,原因,症状,予防,治療法を美容

の施術と関連付けて理解させる。かぶれについて 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

22 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

15 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

二

学

期 

 

34 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

15 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

三

学

期 

 

13 時間 

 

学年末試験 

 

5 時間 

 

模擬試験 

 

計 69 時間 35 時間 104 時間 

  



 

 

 

 香粧品化学      担 当 後藤重孝 

実施方針と学習目標 

１ 美容の業務を安全かつ効果的に行うためには、正確な科学的知識と合理的思考に裏づ 

けられた美容器具や香粧品の適正な取り扱いが不可欠であることを理解させる。 

２ 物理･化学の基本原理についての理解とその応用能力が美容師にとって重要な意義を持 

つものであることを理解させる。美容器具や香粧品の合理的な取り扱い方法に習熟、危 

険を防止するための使用上の注意点を学ばせる。 

３ 香粧品の化学的な性質、正しい使用方法、適正な技法を身に付ける重要性を認識させる。 

 

物 理┅┅基本原理を美容技術に則して理解させる、美容で使用する主な機械器具の構造 

原理,機能,材質,操作方法,使用上の注意,保守管理について理解させる。 

香粧品化学┅┅基本原理を美容技術に則して理解させる、化学薬品の取扱いや調整方法など 

      の基本操作を身につける。美容において使用される主な香粧品の種類,使用目 

      的,成分,作用原理,使用上の注意について理解させる。 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

13 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

13 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

二

学

期 

 

17 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

13 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

三

学

期 

 

5 時間 

 

学年末試験 

 

2 時間 

 

模擬試験 

 

計 35 時間 28 時間 63 時間 

 

 

 

 



 

 

 

 運営管理      担 当 守本朝美 

実施方針と学習目標 

１ 美容所の経営に役立つように、科学的な経営管理手法の重要性を認識さる。 

２ 美容業における接客態度の重要性と消費者対応の基本を学ばせる。 

 

経営戦略…美容業における実例を交えて経営戦略の基本的理論を理解させる。 

経営管理…美容業における実例を交えて経営管理の基本的理論を理解させる。 

     経理事務に関する基本的事項を学ばせる。 

労務管理…美容業における実例を交えて労務管理の基本的理論を理解させる。 

接 客…社会人としての求められること、接客の基本を理解させる 

    接客の意義と計画性のある実践について具体的事例とともに学ぶ。 

    苦情処理など消費者対応の基本的事項の実例を交えて学ぶ。 

健康管理…健康診断の重要性、日常注意すべき心身の健康管理を喚起する。 

理美容の仕事上の健康問題、 

 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

 

 

 

 

14 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

二

学

期 

 

 

 

 

 

 

14 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

三

学

期 

 

 

 

 

 

2 時間 

 

模擬試験 

 

計 0 時間 30 時間 30 時間 

 

 

 

 



 

 

  美容技術理論    担 当 金谷一恵 

佐藤幸恵 原 幹子 

実施方針と学習目標 

１ 美容技術についての知識を衛生的、能率的に実践する態度と習慣を養う。 

  工夫と創造の能力とを身に付けさせる。 

２ 美容器具の正しい取扱方法と基礎的技術を作業の実際に即して習熟させる。 

３ 優れた美容技術は経験だけでなく科学的合理的な方法によって把握されな 

ければならないことを強調する。 

器具の取扱い┅┅人間の手と器具の働き、美容器具の種類と特徴を理解させる。 

       各種用具,器材,容器,備品類の種類,使用目的,形態と機能,選定法,操作法,

使用上の注意,消毒法などを知り、学ぶ。 

基礎技術┅┅美容技術の意義を学び、技術を行う上での心得を知らせる。 

     人体各部の名称、技術者の体勢など技術を行う場合に考慮しなけれ 

ばならない基礎知識を知らせる。 

頭部技術┅┅基本的な技術の目的,種類,特徴,技術上の注意などについて学ぶ。 

特殊技術┅┅目的,種類,特徴,技術上の注意などについて学ばせる。 

和装技術┅┅日本髪の基礎知識,技術の実際,かつらの種類,合わせ方,かぶせ方を学ぶ。 

     和装に関する一般的知識、着付技術について学ばせる。 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

35 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

15 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

二

学

期 

 

47 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

33 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

三

学

期 

 

23 時間 

 

学年末試験 

 

7 時間 

 

模擬試験 

 

計 105 時間 55 時間 160 時間 

 



 

 

美 容 実 習     担 当 金谷一恵 原幹子 

佐藤幸恵 守本朝美 

実施方針と学習目標 

１ 業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を確実に 

身に付けさせるとともに適宜組み合わせて完成させる技術を習得させる。 

２ 美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な方法 

  を身に付けさせる。 

３ ２年生で、より高度な技術を確実に身に付けられるように、美容法で規定されている全技術

の基礎を確実に習熟させる。 

器具の取り扱い実習┅┅操作方法,消毒方法,手入れ方法を身に付け、用途に適した 

          選択方法を理解させる。 

基礎技術実習┅┅技術を行う場合に必要な体勢などの基本動作を身に付ける。 

       施設の清掃、器具の消毒などの重要性を十分に認識させる。 

頭部技術実習┅┅基本的技術を確実に身に付けさせる。使用器具の消毒 

特殊技術実習┅┅特殊技術の基礎を確実に身に付けさせる。 

和装技術実習┅┅日本髪の結髪技術、かつらの合わせ方、かぶせ方、着付技術 

総合実習┅┅頭部、顔面、特殊技術を適宜組み合わせた総合的な技術を身に付け 

させる。資格試験の課題は全て理解させ前段的なレベルまでもっていく。 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

283 時間 

 

各技術試験 

 

176 時間 

 

各技術試験 

 

二

学

期 

 

349 時間 

 

各技術試験 

 

120 時間 

 

各技術試験 

 

三

学

期 

 

220 時間 

 

学年末試験 

 

112 時間 

 

模擬試験 

 

計 852 時間 408 時間 1260 時間 



 

 

受験講座     担 当 原幹子 佐藤幸恵 

小湊はるか 

実施方針と学習目標 

学科…模擬試験と答え合わせ 

 

実技…模擬試験、器具類の準備、衛生上の注意の徹底 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

 

  

 

  

二

学

期 

 

 

  

5 時間 

  

三

学

期 

   

25 時間 

 模擬試験

の態度・準

備で成績

評価 

計  30 時間 30 時間 

 

 

 



 

 

カラーコーディネイト論    担 当 守本 朝美 

実施方針と学習目標 

１ 美容における色の重要性を知らせ 色彩学の基本知識を理解させる。 

２ 人には各々、似合う色のグループ(パーソナルカラー)があることと、その分 

析方法を知り美容技術に活用することを学ぶ。 

ヘアカラーやメイク講習で実際に似合う色の選択をしてみる。 

 

色彩学┅┅｢色｣とは、色の３属性、トーンとイメージ、見え方の現象,特徴、 

    配色のルールを学ぶ。 配色の演習 

パーソナルカラー┅┅似合う色の見方と分析法を実際に行う。 

コーディネイト、イメージを理解する。 

         メイクやヘアカラーにどう応用するか実際的に学ぶ。 

 

テキスト「カラーコーディネイトをマスターする」女性モード社 

     

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

4 時間 

  

6 時間 

  

二

学

期 

 

8 時間 

  

4 時間 

  

三

学

期 

 

12 時間 

演習 

テキスト 

の提出 

 

2 時間 

演習 

テキスト 

の提出 

 

計 24 時間 12 時間 36 時間 

 

 

 

 

 



 

 

 ビューティウェルネス    担 当 守本 朝美 

実施方針と学習目標 

１ 社会人として健やかに生きるために、いかに食と栄養が大切かを学び、また

美容師としても必要な知識であることを認識させる。 

２ 適度な運動や適切な休息が心身の健康維持のために重要であることを理解

させ、生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てること。 

  各種の運動を通して協調性の涵養を図る。 

 

食と栄養┅┅若者の食生活の問題点を客観的に理解させ、健康的な社会生活を送

るためにはどんな食生活が必要なのか、調理の実際を通して解決への意欲を

持たせる。食事日記の提出。家庭,地域における伝統食を知る。 

体 育┅┅ルール作り等、仲間と協調的にスポーツを楽しむ姿勢が身に付くこと。 

    怪我をしないように柔軟な身体づくりをする。 

    生涯、身体を動かすことを楽しめるきっかけづくりをする。 

 1     年 2      年 備考 

一

学

期 

 

12 時間 

 

競技参加

態度 

 

10 時間 

 

競技 

 

 

競技参加

態度 

二

学

期 

 

8 時間 

 

実習態度 

食事日記 

で評価 

 

 

 

 

 

三

学

期 

 

2 時間 

    

計 22 時間 10 時間 32 時間 

 

 

 

 

 



 

 

 ビューティカルチャア   担 当 桜井直子 井上充子 

実施方針と学習目標 

１ 英語について、美容業に必要と考えられる基礎的会話能力を身に付けさせ

る。 

2 日本の代表的伝統文化である茶道に親しませ、伝統文化が日常生活の根底に 

 息づいていること、美容業にとっても必要な知見であることを認識させる。 

 

英会話┅┅自己紹介に関する言葉、美容室の受付,電話応対、要望の聞き方、 

    ヘアスタイルの表現法、料金・時間の説明等 

 

茶 道(裏千家)┅┅礼の真行草、お菓子の頂き方、お茶の頂き方、袱紗のさばき方、 

        盆略点前まで 

  

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

 

  

26 時間 Hearing 

袱紗捌き 

 

二

学

期 

 

 

  

14 時間 

 

Hearing 

盆略手前 

 

三

学

期 

 

 

   

 

 

 

計  40 時間 40 時間 

 

 

 

 

 



 

 

 総合美容技術   担 当 佐藤幸恵 原幹子 守本朝美 

実施方針と学習目標 

１ 美容実習で培った基礎力を活かし、さらに高度で複雑な技術とそれらのコー 

ディネイト力,応用力,実践力を養う。 

校内コンテストで、モデルを使っての技術発表を行う。ネイルアート作品、 

ウイッグによるヘアスタイルを最後まで造り込む。 

２ 技術理論を確実に理解して、説明、指導できるように訓練し接客力に繋げる。 

３ 各種技術コンテストに参加、見学させる。 

出場者だけでなく全体のレベルアップ を図るためにトレーニングを常態的

に行い、これらを通し美容技術者として真摯な学びの姿勢を身に付けさせる

とともにプレッシャーやストレスに耐え得る強靭な精神力に鍛える。 

４ 資格試験の課題を完成させる。 

５ モデル実習を行い、作業の流れを知るとともに、個々人の要望に沿って 

  トータルな技術がスムーズに行われるように訓練する。 

６ 準備、片付け、整理整頓、清掃等が自発的に出来るようにする。 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

 

  

160 時間 

 

作品提出 

 

二

学

期 

 

 

  

140 時間 

 

作品提出 

 

 

三

学

期 

 

 

 

 

 

90 時間 

 

模擬試験 

 

計 0 時間 390 時間 390 時間 

 

 

 

 

 



 

 

 接客心理学      担 当 金谷 一恵 

実施方針と学習目標 

１、美容における接客の重要性を認識させる。 

  技術を活かす様々なプラスαの存在、接客マナーを身に付けることの 

  大切さを考える。 

２、社会人として必要なマナーや、接客マナーについて理解させる。 

  敬語の使い方、挨拶、話し方、お辞儀の仕方、身だしなみ、上座と下座、冠

婚葬祭などについて学ぶ。 

３、ロールプレイングなど、実践的なトレーニングを通して、接客の技能を 

  習得させる。 

   ①接客用語の使い方 

②受付･誘導の仕方 

 ③電話応対の仕方 

 ④会計時の応対の仕方 

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

13 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

14 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

二

学

期 

 

17 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

13 時間 

 

中間試験 

期末試験 

 

三

学

期 

 

7 時間 

 

学年末試験 

   

計 37 時間 27 時間 64 時間 

 

 

 

 

 



 

 

 

ヘアデザイン画     担 当 塚本 靖 

実施方針と学習目標 

1 美容業の使命の一つが、より優れた人間美の創造、実現にあることを 

認識させる。 

この使命達成のために必要な美的感覚を身につけ、これを洗練し、芸術的な

表現力と鑑賞力とを養うこと。 

２ 美容の業務を全うするためには、確かな技術力を身につけるとともに、 

豊かな感性に裏打ちされた優れた表現力を養うことが必要であることを 

自覚させること。 

3  デザイン構成の原理を理解すると共に、デッサンの基礎練習を通じ技術的 

向上を図る。 

４ ヘアデザインの描き方を習得、コラージュ等の作品づくり 

       

 1     年 2     年 備考 

一

学

期 

 

26 時間 

 

課題提出 

１回 

 

22 時間 

 

課題提出 

１回 

 

二

学

期 

 

22 時間 

 

課題提出 

２回 

 

6 時間 

 

学生大会 

参加作品 

の制作 

 

三

学

期 

 

 

 

 

   

計 48 時間 0 時間 48 時間 

 

 



 

 

学校法人上村学園 理事及び監事名簿 

 

（理 事）       令和３年６月 

氏 名 職 業 学外者 

守 本 朝 美 校 長  

上 村 重 貴 医 者 ○ 

真野佐智子 美容業 ○ 

長谷川孝義 美容業 ○ 

酒 井 厚 子 美容師 ○ 

寺 田 知 子 美容師 ○ 

奥澤美喜子 美容業 ○ 

  

 

（監 事） 

氏 名 職 業 学外者 

寺 田 力 無 職 ○ 

今野敏明 美容業 ○ 

 



成績の分布状況を表す資料 

令和２年度 

客観的な指標の算出方法 

必修科目の学期ごとの試験成績結果を合計し、順位を出す。 

学科名 美容本科 学年 ２年生 学生数 ７名 

成績の分布 

指標の数値 
540～ 

599点 

600～ 

649点 

650～ 

699点 

700～ 

749点 

750～ 

799点 

800点 

以上 

人 数 ０ ０ １ ３ ０ ３ 

下位１／４に該当する人数    ２人 

下位１／４に該当する指標の数値 ７４９点以下 

 



専門課程の成績評価と卒業認定に関する規程 

(北見美容専門学校) 

(成績評価) 

第１条 各課目毎に行われる定期試験、各技術試験、在学中に行われる各種試験 

その他提出物において１００点満点中６０点以上、もしくはＡ～Ｅ段階の

Ｃ段階以上で合格とする。 

(Ａ－９０点以上 Ｂ－７０点以上 Ｃ－６０点以上 Ｄ－５９点以下 Ｅ－０点) 

第２条 前条に定める点数未満の場合は「追試験」を受けるものとする。 

追試験の結果は１００点満点中７０点以上もしくはＣ段階以上であること。 

第３条 追試験で、前条追試験の段階に達しない時は「補習」を受けるものとする。 

第４条 評価は絶対数値もしくはＡ～Ｃで標記し、学年全体に対する成績位置を明記

する。 

(卒業認定基準) 

第５条 学則第８条に定める卒業に必要な単位(時間)数を履修し、本規程第１条に

定める成績を修めていること。 

単位(時間)数不足する場合は、補講により補うこととする。 

第６条 欠席時間数が、教科課目ごとに履修すべき時間数の３分の１(実習を伴う

教科課目にあっては５分の１)を超える場合は、卒業を認定しない。 

(卒業判定会議) 

 

第７条 卒業認定を行うため、卒業判定会議を年１回以上開催する。 

第８条 卒業判定会議は、学校長、教頭等全教職員(２学年正副担任、１学年正副担

任) をもって構成する。 















令和 ２年度  事 業 報 告 書 

                         学校法人 上村学園 

令和２年 ４月  ８日 始 業 式 

          ９日 第５５回 入 学 式 

         １０日 オリエンテーション 

         １７日 山野流着装講習開始（初・中伝の部） 

         １６日 「ケアハウスゆうゆう」でカット（毎月１回） 

         ２１日 職員会議 （月１回） 

         21～22 日 通信教育スクーリング（１７期 ） 

         ２３日 「老人保健施設いきいき」でカット（毎月１回） 

         ２４日 北海道理容美容学校連盟総会（中止） 

         ２６日 オープンキャンパス（月１回） 

         ２７日 進学相談会（北専各連主催）   

         ２９日 仏教会花まつりお稚児メイク（中止） 

 

      ５月  １日 緑の羽根募金（中止） 

          7 日 健康診断（1 年生） 

        11～15 日 1・2 年生休講 

         １２日 ２年生課外コース開始 

（ジェルネイル、まつ毛エクステ、ブライダル、カットレベルⅡ） 

        11～13 日 通信教育スクーリング（１７期） 

         １４日 勤労青少年講座 着付け（１０回・中止）） 

         １５日 スポーツフェスティバル（中止）  

25～29 日 一学期中間試験 

   ２８日 進学相談会（ドリコム主催） 

 

６月 ９～10 日 通信教育スクーリング（１７期）、1 年生休講 

    １０日 北海道理容美容学校連合会議 

   １６日 理事会・評議員会 

11～12 日 カラーリング講習、1 年生参観日 

   １５日 １年生参観日 

17～19 日  2 年生参観日 

18～19 日  アリミノ・メイク講習 

２８日 サスーンカットコンテスト予選（学校） 

         ２９日 振替休校 

         ３０日 避難訓練 

 

 

 

 

 

     ７月 １～７日 一学期期末試験 



    １６日 山野流着装 初中伝査定 

         １７日 一学期終業式 

        20～22 日 通信教育スクーリング（１７期） 

        27～31 日 通信教育スクーリング（１７期）    

 

     ８月     ４日 美容師国家試験実技（札幌） 

１７日 二学期始業式 

          １８日 １年選択コース開始（ジェルネイル３級、ヘアテクニカル、山野流美容着付師） 

         ２６日 訓子府高校職業講話 

 

      ９月   ２日 市民学園講座 着付（１０回） 

          ６日 美容師国家試験筆記（札幌） 

８日 サスーンカットコンテスト本選（千葉）中止 

   通信教育１７期卒業式 

１０日 婦人センター着付講座（10 回） 

       10～11 日 カラーリング講習 

         １４日 進学相談会（栄美主催） 

         １８日 訓子府高校出前授業、北光中学校体験学習 

         ２１日 スタイリングコレクション 2020 北海道予選（札幌）中止 

             日本ネイリスト協会３級検定試験 

         ２９日 全国理容美容学生技術大会北海道予選（札幌）中止  

         

     １０月  １日 ２０２１年度入学願書受付開始 

        ８～９日 北海道理容美容学校教職員研修会（札幌）中止 

         １０日  白花豆フェスタ（２年生） 

         １２日  ２年生振替休講 

         １４日  留辺蘂高校出前授業 

        12～16 日 二学期中間試験 

         ２１日 道学事課監査 

         ２７日 全国芸術祭（千葉）中止 

          ３０日 訓子府高校生見学、北見藤高校ガイダンス 

 

     １１月  ７日 BEAUTY  PAGEANT 技術発表会リハーサル 

          ８日 BEAUTY  PAGEANT 技術発表会（市民会館） 

        ９～10 日 振替休校  

         １７日 通信教育スクーリング（２０期） 

        26～27 日 アリミノ・メイク講習 

 

 

 

 

     １２月  2～3 日 北見藤高校 浴衣着付  



５日 美容着付師査定 

        ７～11 日 二学期期末試験 

         １８日 ２年生二学期終業式 

         ２２日 東相内中学校体験学習 

         ２３日 １年生二学期終業式 

 

令和３年 １月  ７日 ２年生三学期始業式 

８日 成人のお祝い 

         １３日 １年生三学期始業式 

         ２４日 オープンキャンパス、プレスクール 

         ２９日 学校評価会議 

 

     ２月 ２～３日 美容師国家試験実技（札幌） 

          ５日     〃    （旭川） 

                  ８日 カット刈り上げ講習（１・２年生） 

         15～19 日 学年末試験 

         ２８日 オープンキャンパス、プレスクール 

 

     ３月   ２日 雪害のため臨時休校  

 ７日 美容師国家試験学科（札幌） 

         １１日 第５４回生卒業式 

         １６日 理事会・評議員会開催 

             北見藤高校進学相談会（キッズ主催） 

         １７日 三学期終業式 

         １８日 進学相談会（北専各連主催） 

 

                                                                       １８９日  １２９１時間 
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学校法人上村学園 北見美容専門学校 

令和２年度 学校関係者評価委員会報告書 

 

開催日時  令和３年１月２９日（金） 19:00～21:00 

 

会  場  北見美容専門学校 １Ｆ 

 

出 席 者  評価委員  北見美容協会長  川本朝生 

SPC GLOBAL 北海道 旭川本部長 櫻井香織 

      本校出席者 校長 守本朝美 

     教務 金谷一恵 

 

実施方法  (1) 学校長挨拶 

(2) 本校の概要を説明 

(3) 令和２年度の自己点検・自己評価結果の報告 

(4) 委員による評価結果の審議及び意見聴取 

 

評価結果及び改善方策  自己点検・自己評結果価表に並べて掲載 
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自己点検評価項目の達成及び取組状況並びに学校関係者評価 

 

（１）教育理念・目標          適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価      学校関係者評価 

理念・目的・育成人材像は定められているか ３．５ ・ほぼ適切と理解しました。 

・理念のもと育てたい｢心｣が育成人材像

を明確に伝えていると思います。 

学校の特色はなにか ３．５ 

学校の将来構想を抱いているか ３．５ 

（２）学校運営             適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

運営方針は定められているか ３ ・その他の力を適切と評価 

 

・意思疎通は必要、時間が足りない面

もあるのではないか。 

事業計画は定められているか ３ 

運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか ３ 

人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか ３ 

意思決定システムは確立されているか 2.5 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 

（３）教育活動             適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向

けて正しく方向付けられているか 

３ ・適切と評価 

・業界のニーズを意識しながら教育さ

れていると、卒業生を見て感じていま

す。 

各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材ニーズレベルに照

らして、また学科の教育期間を勘案して、到達する可能なレベルとして、明確に定められているか 

３.５ 

カリキュラムは体系的に構成されているか ４ 

学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか ４ 
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授業評価の実施・評価体制はあるか ３．５ ・｢心｣の成長を意識し教育していこう

という姿勢を感じてるので、今後は就

職先からの感想もあると良い。 

・適切と評価 

・適切だと思います。 

育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか ３ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格取得の指導体制はあるか ３．５ 

（４）教育成果             適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上が図られているか ３．５ ・心の教育に力を入れていくとの事でし

たので、これからもっと向上していくと

思います。他の学校と比べ、卒業生との

信頼関係ができていると思います。 

資格取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在学生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３．５ 

（５）学生支援             適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能されているか ４ ・目がいき届いていると思います。 

・適切と評価 

・とても力を入れていると思います。 

学校相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか ３ 

学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能されているか ２ 

学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能されているか ３ 

課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか ２ 

学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか ２ 

保護者と適切に連携しているか ３ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

（６）教育環境             適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ３．５ ・規則で決められた以上の面積があると

聞いている。 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ３ 
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防災に対する体制は整備されているか ３．５ ・訓練を通して、していると思います。 

（７）学生の募集と受け入れ       適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ ・適切と評価 

・とても力を入れていると思います。 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ３ 

入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 

（８）財務               適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ３ ・適切と評価。 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ３ 

財務について会計監査が適正におこなわれているか ３．５ 

財務情報公開の体制整備はできているか ３.５ 

（９）法令等の遵守           適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ３.５ ・適切と評価 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ３.５ 

自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ３ 

（１０）社会貢献            適切－４ ほぼ適切－３ やや不適切－２ 不適切－１ 

評 価 項 目 評 価 学校関係者評価 

学校の教育資源や設備を活用した社会貢献を行っているか ４ ・適切と評価 

・力を入れていると思います。 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ３．５ 

 

 

 


